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NPO法人エムM ＆　かわぐち市民パートナーステーション 
 

　川口市のマンション居住者は、今や１０万人以上にもなり、大きなコミュニティを形成しつつあります。
　しかし、居住者の多くは地域の人とのつながりに関心が薄く、一方マンション管理においてはマンシ
ョン内の居住者同士の信頼関係やほかのマンション居住者との情報交換が重要となります。それらを踏
まえ、川口市とＮＰＯが協働で管理組合や自治会などのマンション住民組織およびマンション居住者など
のネットワーク組織が必要と判断し、「マンションコミュニティ連絡協
議会」を設立しました。 
　当協議会には４１管理組合が加入し、その輪が広がり、川口市全体の
コミュニティ活性化に寄与し、マンション独自の課題を共有し、解決す
る方向性を模索していきます。  
　ＮＰＯ法人マンションオーナーズコミュニティーと川口市が共同で作成
した「マンションコミュニティ・ガイドブック」を、かわぐち市民パー
トナーステーションでお渡ししています。  
 

●みんなで子育て！WAIWAIひろば 
　　　　　　　　　　　商店街空き店舗活用事業 

NPO法人ＷＡＩＷＡＩ　＆　ふじの市商店街組合 

　この事業は、長い間空き店舗になっていたスペースを活用して、「親
子で一緒に遊んだり、ほっとしたり、みんなで子育てができる場所
がほしい」という思いで当事者であ
る親たちが作った施設です。 
　私たちは「いつでも誰でも好きな
だけいられる親子のためのもうひと
つの家になったらいいな」という思
いで、ふじの市商店街組合とNPO法
人ＷＡＩＷＡＩが協働事業で運営してい
ます。 

●若者への就業支援 
若者自立支援センター埼玉　＆　埼玉県・川口市・川口青年会議所 

　埼玉県からNPO法人「育て上げ」ネットが運営を受託している若者自立支援センター埼玉では、ニー
トの就業活動を総合的に支援しています。  
　センターでは、埼玉県就業支援課および川口市労政課の協力を得て、
昨年1月から、ニートの理解・支援に熱心な「社団法人川口青年会議所」
との協働で、地元の若い経営者が若者に仕事にまつわる体験談を語る「職
業人セミナー」や「職場見学会」、「労働体験」などを進めています。
｠この企画は、若者が製造業や物流業をはじめ地元のさまざまな中小企
業に関心を持つきっかけになるとともに、若者への技術伝承に悩む企業
が県内の若者と交流する場としても注目されています。 
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市民の知恵と力　



「協働フォーラム」 

「川口市市民活動と行政との協働推進懇談会」 
企画・編集 

「市民力」コーディネーター入門講座 
場所：かわぐち市民パートナーステーション（第6回除く） 
第１回※実施済み    
　●「市民力コーディネーター」とは？  
第２回※実施済み     
　●アートで地域再生「黄金町バザール」   
第３回 ２月   ６日（金） 18：30 ～ 20：30   
　●協働でエコライフＤＡＹ川口市から発信  
第４回 ２月１３日（金） 18：30 ～ 20：30  
　●市民による地域情報化（調布市民放送局）   
第５回 ３月１３日（金） 18：30 ～ 20：30   
　●子どもとの暮らしを楽しむネットワークづくり 
　　（NPO法人新座子育てネットワーク）  
第６回 ３月１４日（土） 13：30 ～ 16：00  
　●「協働フォーラム」 

日時：3月14日（土）  
　　　13：30～16：00 
　　　（受付 13：00）  

場所：キュポ・ラ  
　　　「フレンディア」  

内容：①市民活動助成事業成果発表 
　　　②協働報告 
　　　③市民団体活動展示 

協働レポート 体温が伝わる協働へ 協働レポート 体温が伝わる協働へ 
　庁内協働推進ワーキングチームは、庁内への広報
啓発活動を展開している中で、協働の現場への取材
を行っています。今回は、地域の雇用問題のみならず、
ニート対策など社会問題にも取り組み、本市労働施策
をＮＰＯ団体の立場から支援していただいている「かわ
ぐち若者サポートステーション若者自立支援センター
埼玉オフィス」マネージャー橋本光生さんに、協働につ
いてお聞きしました。 
《協働とは、大変必要な
ことだと思います。私たち
は、行政と協働すること
で信用を得、民間企業と
協働することで、成果を
出すことができます。  
　これまでの成果として、
３人に１人の人が無業の状態からステップアップしました。
協働とは、ずばり思いの共有です。目標を共有し、お互
いの立場を考え、お互いに取り組んでいきます。熱心
な職員のかたがいると、本当に協働って進みますね》
  
　やはり求められているものは「思い」。そして熱心な
職員!!お互いに力を合わせることこそ協働であるのだと
改めて感じました。　　　　　　  
　　　　　　　　【取材：サブリーダー　山縣　由直】
  

　チームは、今年度から第２期に衣替えをし、若手職員を
中心に１１人のメンバーです。  
　さらにチームは単なる作業チームではなく、自分たちで
考え発案し実行していくチームとして、「協働提案事業
部会」「広報啓発部会」に分かれ、時間を問わず話し合
いや取材などを行い、庁内の協働を一歩でも進められる
よう活動しています。  
　「協働」は、市民と行政がお互いの「思い」を知ること、
「思い」を認めること、「思い」を共有すること、が大切な
んだと感じています。これから
もさまざまな活動や取組みをと
おして、庁内から協働を発信し、
市民と行政の架け橋の一端
になれるチームを目指します。 
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かわぐち市民パートナーステーション 
蘂 2 2 7 - 7 6 3 3

申し込み・問い合わせ 

　を行政とともに 

 

【リーダー　石川　哲也】 

川口市役所「庁内協働推進ワーキングチーム」 


